

























































































































































































































究方法として佐藤(2008)の『質的データ分析法 原理 方法 実践』8)の定性的コーディングの手法
を参照し、以下の手順で行う 11)。 
 













































概念的カテゴリー 焦点的コーディング オープンコーディング テキスト
1 ４月の花を見せる 4月は色んな花が咲くので、子どもたちに見せるのも良いと思いました。
2 季節に触れる 春という季節だけでも、桜や花が咲いた庭の散策、川のこいのぼりなど季節に子ども達が触れられるものが沢山あるんだと感じた。
3 環境による保育 環境による保育 日々の遊びも行事もほとんどが環境と関わっているなと思いました。











11 年長児 年長は仲間ができる 年長さんでは仲の良い友達ができて周りが見えなくなるほどまで行くんだと思った。

























22 季節の行事 季節の行事 季節によって様々な行事に取り組んでいる。
23 職場の行事 新学期はイベントの時期 4月は新学期なので新人の歓迎会のようなイベントや入園式の行われる時期です。
24 春休みの保育の準備 保育者は忙しい 4月は卒園や入園の時期で保育者方は忙しいということがわかりました。
25 保育者は春休みも準備 保育者達の保育活動はもう春休みからしっかり始まっていることがわかりました。子ども達が楽しく過ごす環境作りなど沢山することがありました。
26 自分で調べる 一度自分で考える 何でも疑問に思ったことはインターネットで調べるんじゃなくて、一度自分で考えて行動してコツコツ取り組んでいかないといけないと思った。
27 コミュニケーション また子どもだけでなく保護者や他の保育者との関係も大事にしないといけないので、コミュニケーションが必要だと思った。
28 子ども、保育者、保護者をよく見る 子どものことだけでなく、保育者や保護者の事も書いてあって、周りをよく見てるんだなと思いました。




























































































































































































































についての気付きの記述は 24 センテンスであった。そのうち 5 センテンスが保護者と子ども
保育者が一体的に触れあう活動についての気付きであった。表 6「学生の記述とコーディング
の整理 －保育内容－」は全体の記述の整理から概念的カテゴリー「保育内容」の分類につい


































































































































4) 厚生労働省「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」  
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000108972.






7)厚生労働省『保育所保育指針解説』フレーベル館、2014 年、3 頁。  
8)同上、3-4 頁。  
9)大場牧夫他 『幼稚園教育要領解説』フレーベル館、1989 年、9‐19 頁。  
10)菅澤順子『集団の中で子どもはどう成長するのか 子どもを見守るまなざし 12 か月』東京シューレ、
2008 年。 




学会第 73 回大会(近畿ブロック・コロナ感染症対策のため未開催)において、園田学園女子大学 田窪玲
子氏と連名で研究発表業績として承認されたものを加筆、再構成したものである。 
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